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A
C
E
C
C

の
概
要

A
C
E
C
C

（
ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合

協
議
会
）は
、ア
ジ
ア
域
内
の
イ
ン
フ
ラ

施
設
の
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
し
て

土
木
関
連
学
協
会
が
相
互
協
力
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
1
9
9
9
年
に
発

足
し
た
組
織
で
あ
る
。
現
在
、
日
本

（JSC
E

）、米
国（A

SC
E

）、フ
ィ
リ
ピ
ン

（P
IC
E

）
、
韓
国
（K

S
C
E

）
、
台
湾

（C
IC
H
E

）、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア（E

A

）、

ベ
ト
ナ
ム
（V

IF
C
E
A

）
、
モ
ン
ゴ
ル

（M
A
C
E

）、
お
よ
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（H
A
K
I

）の
9
学
協
会
が
加
盟
し
て
お

り
、今
も
な
お
、少
し
ず
つ
加
盟
国
を
増

や
し
て
い
る
。AC

E
C
C

の
活
動
の
な
か

で
、3
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア

土
木
技
術
国
際
会
議（C

E
C
A
R
:C
ivil

E
ngineering

C
onference

in
the

A
sian

R
egion

）
は
、
1
0
0
0
人
を

超
え
る
産
官
学
の
技
術
者
・
研
究
者
が

一
堂
に
会
す
る
大
き
な
会
議
で
、今
ま

で
、マ
ニ
ラ（
1
9
9
8
年
）、東
京（
2
0

0
1
年
）、ソ
ウ
ル（
2
0
0
4
年
）、台
北

（
2
0
0
7
年
）に
て
開
催
さ
れ
、次
回
、

第
5
回
大
会
は
2
0
1
0
年
8
月
に
シ

ド
ニ
ー
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

設
計
基
準
の
調
和
に
向
け
た
活
動

A
C
E
C
C

の
活
動
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
各
加
盟

学
協
会
に
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、土
木

学
会
は
ア
ジ
ア
域
内
の
設
計
基
準
の
調

和
を
目
指
し
た
課
題
を
担
当
し
て
い
る
。

同
問
題
は
、2
0
0
7
年
度
土
木
学
会
会

長
提
言
特
別
委
員
会「
ア
ジ
ア
へ
の
貢
献

部
会
」で
も
議
論
さ
れ
て
お
り
、土
木
学

会
と
し
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

周
知
の
と
お
り
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
、

イ
ン
フ
ラ
施
設
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
国
際
入
札
と
な
る
場
合
が
多
く
、

複
数
国
の
技
術
者
が
関
与
し
て
一
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
、き
わ
め
て
国

際
性
に
富
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。し
か

し
こ
れ
ら
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
、設
計
基

準
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
く
、国
外
の
設
計
基
準
や
指
針
を
準

用
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。つ
ま
り

イ
ン
フ
ラ
施
設
の
整
備
に
設
計
基
準
の

整
備
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
い
え
る
。こ

れ
か
ら
発
展
す
る
国
の
イ
ン
フ
ラ
施
設

が
ば
ら
ば
ら
の
設
計
基
準
に
基
づ
い
て
整

備
さ
れ
る
こ
と
は
、そ
の
質
は
も
ち
ろ
ん
、

将
来
の
維
持
管
理
を
考
え
て
も
好
ま
し

い
も
の
で
は
な
く
、ま
た
技
術
者
の
意
思

疎
通
に
も
障
害
が
生
じ
る
。

一
方
、わ
が
国
で
は
、各
種
設
計
基
準

の
性
能
規
定
化
が
進
む
な
か
、I
S
O
や

包
括
的
設
計
基
準
の
策
定
に
関
連
し
た

活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
、国
際
的
に
通

用
す
る
基
準
を
世
界
に
発
信
し
て
い
る
。

気
候
や
地
盤
条
件
、さ
ら
に
は
自
然
災

害
が
類
似
す
る
ア
ジ
ア
の
国
々
に
と
っ
て

は
、わ
が
国
の
設
計
基
準
に
関
す
る
情
報

を
求
め
る
声
も
高
い
。
ま
た
、す
で
に
国

際
的
視
野
に
立
っ
た
基
準
策
定
活
動
を

掲
げ
て
い
る
他
の
国
と
の
情
報
交
換
を
通

し
て
、国
や
分
野
の
枠
を
越
え
て
将
来
の

基
準
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
こ
と
は
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、土
木
学
会

と
し
て
、設
計
基
準
の
調
和
に
か
か
わ

る
以
下
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

①
2
0
0
4
年：

設
計
基
準
に
か
か
わ

るA
C
E
C
C

加
盟
国
情
報
ソ
ー
ス
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
示

②
2
0
0
6
年
9
月：

土
木
学
会
全
国

大
会
研
究
討
論
会
に
て
、国
内
設
計

基
準
に
関
す
る
情
報
交
換（
国
内
に

お
け
る
情
報
共
有
と
意
思
統
一
）

（
滋
賀
県
草
津
）

③
2
0
0
6
年
11
月：

各
国
の
設
計
基

準
の
現
況
と
将
来
動
向
を
分
野
横

断
的
に
扱
う「
第
1
回
　
設
計
基
準

の
調
和
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

の
開
催（
台
湾
・
台
北
）

④
2
0
0
7
年
6
月：

第
4
回
ア
ジ
ア

土
木
技
術
国
際
会
議
に
て「
設
計
基

準
の
調
和
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の

開
催（
台
湾
・
台
北
）

以
上
に
示
し
た
一
連
の
活
動
が
評
価

さ
れ
、第
4
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会

議
の
際
に
開
催
さ
れ
たA

C
E
C
C

理
事

会
に
て
、日
本
か
ら
提
案
し
た「
ア
ジ
ア
域

内
の
設
計
基
準
の
調
和
に
関
す
る
技
術

委
員
会
T
C
の
設
立
」が
満
場
一
致
で
可

決
さ
れ
、岐
阜
大
学
の
本
城
勇
介
教
授

を
委
員
長
、堀
越
を
幹
事
と
す
る
委
員

会（
T
C
―

8
）の
活
動
が
始
ま
っ
た
。
理
事

会
へ
の
提
案
に
際
し
て
、同
T
C
の
活
動
目

標
と
し
て
、以
下
の
項
目
を
設
定
し
た
。

①
継
続
的
な
議
論
を
通
し
て
、設
計
基

準
の
策
定
に
か
か
わ
る
人
的
交
流

を
広
め
、こ
れ
を
深
め
る

②
ア
ジ
ア
域
内
の
設
計
基
準
に
か
か
わ

る
最
新
の
情
報
を
収
集
し
こ
れ
を

相
互
に
発
信
す
る

③
性
能
設
計
と
い
っ
た
新
し
い
概
念
に

基
づ
く
設
計
の
基
本
に
か
か
わ
る
語

彙
集
を
作
成
す
る

欧
州
に
お
い
てE

u
rocod

e

を
つ
く
り

あ
げ
る
ま
で
に
30
年
を
超
え
る
歳
月
を

費
や
し
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、欧
州

よ
り
も
は
る
か
に
多
様
性
に
富
ん
だ
ア

ジ
ア
に
お
い
て
、設
計
基
準
の
調
和
を
進

め
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。こ
こ
で
い
う
多

A
C
E
C
C

担
当
委
員
会

ア
ジ
ア
域
内
の
設
計
基
準
の

調
和
に
向
け
て
　
―
第
2
回

ア
ジ
ア
域
内
の
設
計
基
準
の
調
和
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
開
催
報
告
―

委
員
会
報
告

堀
越
研
一
　A

C
E
C
C

担
当
委
員
会
　
委
員
長
、AC

E
C
C

ア
ジ
ア
域
内
の
設
計
基
準
の
調
和
に
関
す
る
技
術
委
員
会（
T
C
―
8
）

幹
事

（
正
会
員
　
大
成
建
設（
株
）土
木
技
術
研
究
所
）

写真1 既往ワークショップおよびフォーラム
講演集
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様
性
と
は
、経
済
レ
ベ
ル
、技
術
レ
ベ
ル
、自

然
条
件
、な
ら
び
に
歴
史
的
経
緯
な
ど

を
示
す
。し
か
し
な
が
ら
、コ
ン
ク
リ
ー
ト

分
野
のA

C
M
C

（A
sian

C
on
crete

M
od
el
C
od
e

）の
成
功
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、地
道
な
が
ら
も
戦
略
的
か
つ

継
続
的
な
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。「
調
和
」そ
の
も
の
の
必
要
性
の

議
論
か
ら
始
ま
り
、何
を「
調
和
」
す
べ

き
か
を
十
分
に
議
論
し
た
う
え
で
活
動

を
進
め
る
方
針
で
あ
る
。
そ
の
際
、短
期

的
視
野
、長
期
的
視
野
で
見
据
え
て
、ア

ジ
ア
域
内
の
多
様
性（D

iv
ersity

）に

対
し
て
柔
軟
性（F

lex
ib
ility

）を
も
っ

て
推
進
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

A
C
E
C
C

T
C
―

8
で
は
、調
和
に
向

け
た
ス
テ
ッ
プ
を
以
下
の
4
段
階
に
考

え
て
お
り
、現
在
、第
1
段
階
を
ほ
ぼ
終

え
て
、第
2
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
る
。

﹇
第
1
段
階
﹈
情
報
共
有：

ア
ジ
ア
域

内
の
設
計
基
準
に
か
か
わ
る
情
報

共
有
と
相
互
の
理
解

﹇
第
2
段
階
﹈
語
彙
・
コ
ン
セ
プ
ト
の
調

和：

設
計
の
基
本
と
な
る
べ
き
語
彙

の
定
義
の
調
和

﹇
第
3
段
階
﹈
設
計
基
本
事
項
の
調

和：

設
計
基
本
原
則
の
調
和
、さ

ら
に
は
こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
の
個

別
技
術
分
野
で
の
基
準
の
調
和

﹇
第
4
段
階
﹈
域
外
へ
の
発
信：

調
和

さ
れ
た
基
準
の
、A

sian
V
oice

と
し
て
の
世
界
に
向
け
た
発
信

第
2
回
　
設
計
基
準
の
調
和
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

2
0
0
8
年
9
月
11
日
、土
木
学
会
全

国
大
会（
仙
台
）に
併
せ
て
、第
2
回
設

計
基
準
の
調
和
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
た
。
開
催
の
主
旨
、目
的

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
T
C
―

8
の
発
足
以
来
、各
国
T
C
―

8
メ
ン
バ
ー
を
交
え
て
の
始
め
て
の

会
議
と
な
り
、2
0
0
7
年
に
開
催

さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
課
題
を
継

続
的
に
討
議
し
、T
C
と
し
て
の
意

見
を
集
約
す
る

②
新
た
なA

C
E
C
C

加
盟
国（
モ
ン
ゴ
ル
）

や
、今
回
出
席
す
るA

C
E
C
C

未
加

盟
国（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、タ
イ
）の
設
計
基

準
に
か
か
わ
る
現
況
、将
来
展
望
に

関
し
て
相
互
に
情
報
を
共
有
す
る

③
T
C
―

8
以
外
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
聴
衆

か
ら
の
意
見
を
聞
き
、今
後
の
活
動

に
反
映
さ
せ
る

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
の
長

時
間
に
わ
た
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、発
表
者
を
含
め
て
50
人
近

い
参
加
が
あ
り
、用
意
し
た
会
場
は
満

席
に
近
く
な
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、ま
ず
は
特
別
講

演
と
し
て
、東
京
工
業
大
学
の
二
羽
淳
一

郎
教
授
に
よ
る
土
木
学
会「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
標
準
示
方
書
」の
紹
介
、港
湾
空
港
技

術
研
究
所
の
菊
池
喜
昭
氏
に
よ
る「
港

湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基
準
・
同
解
説
に

つ
い
て
」の
紹
介
、韓
国
建
設
技
術
研
究

院
のK

oo
Jai
D
ong

氏
か
ら
の
韓
国
の

現
況
紹
介
が
行
わ
れ
た
。そ
の
後
、T
C
―

8
メ
ン
バ
ー
（
台
湾
、モ
ン
ゴ
ル
）
、
非

A
C
E
C
C

メ
ン
バ
ー
か
ら
の
報
告（
タ
イ
、カ

ン
ボ
ジ
ア
）、な
ら
び
に
東
京
大
学
の
加
藤

佳
孝
准
教
授
に
よ
るA

C
M
C

の
紹
介
、

土
木
研
究
所
の
張
広
鋒
氏
に
よ
る
道
路

橋
示
方
書
の
紹
介
が
行
わ
れ
、最
後
に
、

本
城
勇
介
委
員
長
を
座
長
と
し
て
、約

1
時
間
に
わ
た
っ
て
討
議
を
行
っ
た
。

討
議
に
際
し
て
、
「C

o
d
e

」

「S
p
ecification

」「S
tan
d
ard

」と
い

う
き
わ
め
て
根
幹
に
か
か
わ
る
用
語
で

す
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
思
い
浮
か
べ

る
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
る
こ
と
が
判
明

し
、言
葉
の
定
義
を
明
確
に
す
る
必
要

性
を
痛
感
し
た
。

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
得
ら
れ
た
知

見
、討
議
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

①
独
自
の
コ
ー
ド
を
保
有
し
な
い
国
で

は
、
旧
宗
主
国
も
し
く
は
、
当
該
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
国
の
基
準

が
、ば
ら
ば
ら
に
適
用
さ
れ
て
い
る
現

況
、場
合
に
よ
っ
て
は
、こ
れ
ら
が
、つ

ま
み
食
い
的
に
適
用
さ
れ
て
い
る
現

況
が
報
告
さ
れ
、設
計
基
準
の
調
和

に
向
け
た
活
動
の
必
要
性
が
改
め

て
認
識
さ
れ
た
。

②
T
C
―

8
の
活
動
は
、あ
く
ま
で
も
学

協
会
ベ
ー
ス
の
活
動
で
あ
り
、設
計

基
準
の
調
和
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、政
府
レ
ベ
ル
と
の
協
調
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た
。

③
性
能
設
計
な
ど
の
新
し
い
概
念
に
基

づ
く
設
計
の
基
本
に
か
か
わ
る
語
彙

集
を
作
成
す
る
こ
と
に
関
し
て
、参
加

者
の
合
意
が
得
ら
れ
、本
城
委
員
長

か
ら
、わ
が
国
で
作
成
さ
れ
た
各
種
語

彙
の
定
義
を
と
り
ま
と
め
た
リ
ス
ト
が

紹
介
さ
れ
た
。
各
T
C
メ
ン
バ
ー
は
、次

回
の
会
合
ま
で
に
同
リ
ス
ト
に
関
す
る

コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
語
彙
集
に
つ
い
て
は
、
土
木
学
会

A
C
E
C
C

担
当
委
員
会
のW

eb

サ
イ
ト

に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
り
、学
会
会
員

か
ら
の
意
見
を
集
約
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、こ
れ
ま
でA

C
E
C
C

が
関

与
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の

参
加
、発
表
者
間
で
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
こ
と
も
決
め
ら
れ
た
。

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
に
あ
た

り
、組
織
委
員
会
と
し
て
、AC

E
C
C

担

当
委
員
会
の
山
口
栄
輝
副
委
員
長（
九

州
工
業
大
学
）、鳥
居
雅
之
幹
事
長（
西

松
建
設
）、お
よ
び
中
野
雅
章
幹
事（
日

本
工
営
）に
は
、大
変
な
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
た
。ま
た
、資
金
面
で
の
サ
ポ
ー
ト

を
い
た
だ
い
た
公
益
信
託
土
木
学
会
学

術
交
流
基
金
お
よ
び
鹿
島
学
術
振
興

財
団
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
。

参
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資
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）
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下
部
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総
説

ア
ジ
ア
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ー
ド
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号
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頁
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年

（
2
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越
研
一：

A
C
E
C
C

の
動
き
―
ア
ジ
ア
域

内
の
設
計
基
準
の
調
和
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
―（
2
0
0
6
年
11
月
4
日
　
開
催
報
告
）、
土

木
学
会
誌
、
92
巻
1
号
、
80
〜
81
頁
、
2
0
0
7
年

（
3
）
奥
村
文
直
、堀
越
研
一
ほ
か：

第
4
回
ア
ジ

ア
土
木
技
術
国
際
会
議
（4th

C
E
C
A
R

）
報
告

―
台
北
宣
言
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ブ
ー
ス
展

示
・
テ
ク
ニ
カ
ル
ビ
ジ
ッ
ト
―
、土
木
学
会
誌
、92
巻

9
号
、
99
〜
1
0
2
頁
、2
0
0
7
年

（
4
）
土
木
学
会
会
長
特
別
委
員
会
ア
ジ
ア
へ
の
貢

献
部
会
報
告
書
「
さ
ら
な
る
ア
ジ
ア
へ
の
貢
献
に

向
け
て
」、2
0
0
8
年
5
月

写真2 会場にて講演者との写真撮影


